
����年度電子情報通信学会九州支部学生会講演会・講演論文集

���� ���カメラとマーカを用いたハンドジェスチャ認識

武藤　亮介†　嶋田和孝‡　遠藤　勉‡
†九州工業大学大学院情報工学府情報科学専攻　‡九州工業大学情報工学部

� はじめに
現在，我々は ��などを操作する際，マウスやキーボー

ドを用いている．しかし，これらのインタフェースは慣れ
るのに時間がかかることが多く，全ての人に使いやすいも
のとは言えない．この問題を解決するためには，誰でも直
感的に扱えるインタフェースの開発が望まれる．直感的に
扱えるインタフェースには，ハンドジェスチャインタフェー
スが挙げられ，現在ハンドジェスチャに関する研究が盛ん
に行われている．これらの研究には磁気センサ，赤外線カ
メラなどの高価で特殊な装置を用いて行うもの ���と，特
殊な装置を使わずにカメラのみで行うもの ���に大別され
る．前者は高速でロバストな検出が可能だが，特殊な装置
を使うため機材費用や設置場所などユーザへの負担が大き
くなる．後者は処理が複雑になるため時間がかかる，使え
るジェスチャが限られる，ロバストな検出が行えないなど
の問題があるが，ユーザへの負担は軽減される．
以上に挙げた利点と問題点を踏まえ，本研究では，安価

で汎用的な装置である	
�カメラを使用し，ロバストな認
識のために色のついたマーカを利用するハンドジェスチャ
認識システムを構築する．

� システム概要
本システムでは，	
�カメラを用いてユーザの画像を

撮影し，指先につけたマーカを用いて手指情報を取得する．
取得したマーカの位置や動きにより，ユーザが行ったハン
ドジェスチャを認識する．システムの処理の流れは以下の
ようになる．

�� カメラから入力された画像と背景との差分を取得する．

�� 背景差分の結果から肌色及び，マーカを抽出する�


� 服装の一部にマーカと同じ色が存在する場合，そこを
マーカと誤認識する可能性がある．そこで肌色と接し
ている領域�のみ取得することによりマーカを正確に
取得する．

�� 前フレームと現フレームの比較よりマーカの移動量や
移動方向を取得し，マーカの動きを認識する．

�� マーカ位置と認識したマーカの動きにより，ユーザが
行ったハンドジェスチャを認識する．

ハンドジェスチャインタフェースの利点に，両手を使う
ことにより，マウスなどと比べて直感的な操作が行えるこ
とや，複数の操作を同時に行えることが挙げられる．本シ
ステムでは，両手にマーカを装着することによって，それ
を実現している．両手での操作を認識するには，取得した
マーカが左右どちらの手のマーカなのかを認識することが
必要となる．そこで本システムでは，複数マーカが取得さ
れた場合は，相対的に見て右にあるマーカを右手のマーカ，
左にあるマーカを左手のマーカとする．次フレームからは，
現在のマーカの位置が前フレームで見つけたどちらのマー
カの位置に近いかにより，左右どちらの手のマーカなのか
を決定する．

�上下左右のいずれかに肌色が存在する領域．

� 本システムの評価

��� 写真編集アプリケーションの試作
本システムを用いて，写真の選択などの操作をハンド

ジェスチャで行う写真編集アプリケーションを試作した�行
える操作として以下のものを定義した．

・カーソルの移動 ・写真の選択，選択解除

・写真の移動 ・写真の拡大縮小

これらの操作それぞれに，マーカ位置と動きを用いて定
義したハンドジェスチャと対応付けを行った �図 ��．

カーソルの移動 写真の選択 写真の選択解除

写真の移動 写真の拡大 写真の縮小

図 �� 操作とハンドジェスチャの対応

��� 評価実験
本実験では，試作した写真編集アプリケーションを用い

てユーザが意図したハンドジェスチャをシステムが認識で
きているかを実験した．システム作成者である著者本人が
操作した場合，意図したハンドジェスチャを高精度で認識
できたが，他の被験者が操作した場合，認識精度が低下す
る傾向がみられた．この問題は，マーカ抽出の際に利用す
る肌色情報に起因する．現システムでは，肌色抽出のため
の閾値は固定でかつ著者の肌色を基に調整されている．そ
の結果，他の被験者では肌色抽出に失敗することがあった．
肌色情報はマーカ抽出の重要な要素であるため，その失敗
は，マーカの抽出精度に大きな影響を及ぼす．今後は，高
精度な認識が行えるように，肌色抽出手法について，動的
な閾値の決定などの改良が必要となる．

� おわりに
本研究では安価で汎用的な装置を利用したハンドジェス

チャ認識システムを提案し，本システムを用いた試作アプ
リケーション用いて評価実験を行った．
今後は，肌色抽出法の改良を行い，誰もが使いやすいハ

ンドジェスチャ認識システムの構築を目指す．
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